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【
は
じ
め
に
】
　木
剣

　─
寅
吉
の
証
言
に
よ
れ
ば
─

　
『
仙
境
異
聞
』
の
概
要
は
、
生
ま
れ
つ
き
霊
感
の
強
い
寅
吉
が
、
文
化
九
年
（
一
八
一
一
）
七
歳
の
時
、
東
叡
山
の
麓
の
五
条
天
神
の

境
内
で
謎
の
薬
売
り
の
老
人
に
、
常
陸
国
南
台
山
の
仙
境
に
導
か
れ
た
。
天
狗
の
修
行
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
岩
間
山
住
む
杉
山
僧
正

（
山
人　

天
狗
の
よ
う
な
存
在
）
の
従
者
に
な
っ
た
。
十
四
歳
ま
で
の
七
年
間
の
仙
境
に
い
た
経
験
を
話
し
た
こ
と
で
、
巷
で
大
き
な
話

題
を
呼
ぶ
。
そ
れ
を
耳
に
し
た
平
田
篤
胤
（
一
七
七
六
〜
一
八
四
三
）
は
、
当
時
十
五
歳
の
寅
吉
が
居
候
し
て
い
た
山
崎
美
成
（
一
七
九

六
〜
一
八
五
六
）
の
家
か
ら
引
き
取
り
、
自
宅
に
住
ま
わ
せ
、
幽
界
の
存
在
、
多
岐
に
わ
た
る
異
界
の
事
柄
を
聴
取
・
筆
録
し
た
超
常
現

象
フ
ァ
イ
ル
で
あ
る
。

　

研
究
が
進
み
、『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
を
平
田
篤
胤
の
思
想
研
究
の
テ
キ
ス
ト
と
す
る
こ
と
に
考
慮
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る＊
１

。
ま
た

『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
第
九
巻
所
収
『
仙
境
異
聞
』
は
、
平
田
篤
胤
死
後
、
平
田
塾
に
よ
っ
て
清
書
さ
れ
流
布
し
た
本
で
あ
る
。
遠
藤

潤
氏
に
よ
れ
ば
、
複
雑
な
編
成
過
程
を
経
て
結
晶
化
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る＊
２

。
さ
ら
に
今
井
秀
和
氏
に
よ
る
と

『
仙
境
異
聞
』
に
お
け
る
寅
吉
の
語
り
が
、
当
時
の
江
戸
文
芸
そ
の
も
の
か
、
あ
る
い
和
漢
の
古
典
知
識
に
基
づ
く
こ
と
を
論
証
さ
れ
て

い
る＊
３

。
本
稿
の
目
的
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
日
蓮
宗
修
法
の
木
剣
儀
礼
の
考
察
で
あ
る
。『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
所
収
本
が
幕
末
期
に

は
成
立
し
て
い
た
こ
と
か
ら
テ
キ
ス
ト
に
使
用
す
る
。

幕
末
の
超
常
現
象
フ
ァ
イ
ル
『
仙
境
異
聞
』
に
確
認
で
き
る
木
剣
儀
礼
の
一
考
察

玉

　木

　晃

　仁
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寅
吉
の
証
言
に
よ
る
と
、
平
田
篤
胤
に
出
会
う
ま
で
、
日
蓮
宗
富
士
派
（
実
際
は
日
蓮
宗
）
の
覚
姓
寺＊
４

に
約
三
か
月
奉
公
。
日
蓮
宗
身

延
派
の
宗
源
寺
（
現
在
は
単
立
日
蓮
系
寺
院
）
で
剃
髪
し
一
年
一
か
月
滞
在
し
た
。
目
的
は
日
蓮
宗
の
秘
事
習
得
を
杉
山
僧
正
か
ら
指
示

さ
れ
た
か
ら
な
の
だ
と
い
う
。
聴
取
の
な
か
で
日
蓮
宗
の
木
剣
に
つ
い
て
、

　
　

�

木
劒
を
佛
道
よ
り
取
れ
る
如
く
思
へ
ど
も
、
此
は
師
に
聞
た
る
説
あ
り
。
ま
づ
劒
と
い
ふ
物
、
此
國
に
は
神
世
よ
り
有
し
物
に
て
、

劒
を
も
て
咒
ふ
術
は
元
よ
り
有
し
が
、
眞
劒
に
て
は
差
支
あ
る
故
に
、
木
に
作
り
た
る
が
、
外
國
ま
で
も
傳
は
り
、
後
に
種
々
附
會

を
な
し
、
日
本
に
て
世
間
に
木
劒
の
咒
禁
を
用
ひ
た
る
は
、
役ノ

行
者
が
始
に
て
、
其
よ
り
山
伏
に
傳
は
れ
る
を
、
眞
言
家
ま
た
日
蓮

宗
ま
で
も
、
思
ひ
〳
〵
に
何
く
れ
と
書
付
て
用
ふ
る
事
と
な
り
、
ま
た
九
字
の
事
は
、
誠
は
劒
カ
イ
と
云
ふ
わ
ざ
に
て
、
此
は
も
と

神
代
の
劒
法
よ
り
出
た
る
に
て
、
切
る
狀
を
爲
す
に
は
、
何
の
事
も
な
く
一ヒ
イ

二フ
ウ

三ミ
イ

四
五
六
七
八
九コ
ノ

と
云
ひ
、
十
字
を
切
る
に
は
十ト
オ

と

い
ふ
が
本
な
る
を
、
臨
兵
云
々
は
後
に
付
け
た
る
唱
言
な
り
と
、
師
に
聞
た
り
。
然
れ
ば
木
劒
九
字
切
る
わ
ざ
、
共
に
元
こ
れ
神
世

の
遺
法
な
る
を
、
修
驗
者
な
ど
の
用
ふ
る
は
、
返
り
て
神
の
道
を
眞
似
ぶ
な
る
を
や＊
５

。

　

木
剣
は
仏
教
か
ら
取
り
入
れ
た
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
を
師
匠
（
村
山
僧
正
）
の
教
え
に
よ
れ
ば
、「
最
初
に
剣
は
、
此

の
国
に
は
神
世
（
日
本
の
神
話
で
は
天
地
開
闢
か
ら
神
武
天
皇
の
前
の
時
代
）
か
ら
存
在
し
て
い
た
。
剣
を
使
用
し
て
、
ま
じ
な
う
こ
と

は
元
々
あ
っ
た
。
真
剣
（
本
物
の
刀
剣
）
で
は
支
障
が
あ
る
た
め
木
で
作
っ
た
。
そ
れ
が
外
国
に
伝
わ
り
、
時
代
が
下
が
る
に
つ
れ
、
多

様
な
附
会
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
。
日
本
で
呪
い
・
ま
じ
な
い
に
、
木
剣
を
使
用
し
た
最
初
は
役
行
者
で
あ
り
、
そ
れ
が
山
伏
に
伝
わ
り
、

真
言
家
・
日
蓮
宗
ま
で
が
思
う
が
ま
ま
に
書
き
付
け
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
九
字
は
、
剣
カ
イ
と
称
す
る
技
で
、
こ
れ
は

元
々
神
代
の
剣
法
か
ら
生
じ
た
。
切
る
姿
は
、
た
だ
一
二
三
四
五
六
七
八
九
と
唱
え
、
十
字
を
切
る
と
き
は
十
と
唱
え
る
の
が
本
来
の
姿

で
あ
っ
た
が
、
臨
兵
云
々
は
後
に
付
け
加
え
た
唱
え
る
言
葉
で
あ
る
」
と
、
師
匠
か
ら
聞
い
た
。
そ
れ
な
ら
ば
木
剣
九
字
は
、
も
と
も
と

神
世
の
遺
産
の
法
で
あ
る
か
ら
、
修
験
者
が
用
い
る
の
は
、
神
の
道
を
真
似
て
い
る
の
だ
。
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木
剣
に
つ
い
て
、
寅
吉
が
杉
山
僧
正
か
ら
聞
い
た
こ
と
で
、
注
目
す
る
部
分
は
、
原
文
の
線
を
引
い
た
部
分　

要
約
の
太
字
の
部
分
で

あ
る
。

　

補
足
す
る
と
『
仙
境
異
聞
』
の
中
で
、
寅
吉
は
随
所
に
、
山
崎
美
成
が
寅
吉
を
調
査
し
箇
条
書
き
に
し
た
著
作
『
平
兒
代
答
』
を
批
判
、

決
め
つ
け
で
言
っ
て
な
い
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
。
世
に
で
て
い
る
『
平
兒
代
答
』
を
全
て
焼
い
て
欲
し
い
と
ま
で
言
っ
て
い
る
。

木
剣
に
つ
い
て
の
証
言
は
、
初
め
て
平
田
篤
胤
に
語
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
日
の
日
蓮
宗
修
法
は
、
木
剣
を
用
い
て
九
字
を
切
る
儀
礼
が
主
流
で
あ
り
、
特
色
と
も
い
え
る
。
成
立
時
期
が
不
明
瞭
か
つ
不
明
な

相
伝
書
（
伝
書
）
を
除
き
、
実
は
木
剣
を
使
用
し
て
九
字
を
切
る
木
剣
加
持
を
明
記
し
た
資
料
的
初
見
が
、
幕
末
に
成
立
し
た
『
仙
境
異

聞
』
の
こ
の
箇
所
で
あ
る
。
日
蓮
宗
側
の
資
料
で
木
剣
を
使
用
し
九
字
を
切
る
儀
礼
が
確
認
で
き
る
最
も
古
い
資
料
は
、
明
治
二
十
一
年

（
一
八
八
八
）
出
版　

斎
藤
巍
鑒
『
法
華
験
家
訓
蒙
』
で
あ
る
。
文
献
に
残
り
づ
ら
く
、
秘
密
の
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
た
世
界
が
日
蓮
宗
修

法
の
特
色
な
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
『
仙
境
異
聞
』
に
お
い
て
平
田
篤
胤
お
よ
び
門
弟
（
以
下　

平
田
一
門
）
は
、
木
剣
が
修
験
道
を
起
源
に
、
真
言
宗
・
日
蓮
宗

で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
た
理
由
の
検
証
を
通
し
て
、
幕
末
期
の
日
蓮
宗
修
法
の
木
剣
儀
礼
を
推
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

【
平
田
一
門
が
考
え
た
木
剣
起
源
の
推
理
】

　

今
日
の
日
蓮
宗
修
法
儀
礼
に
、「
御お
ん

加か

持じ

頂ち
ょ
う

戴だ
い

」
ま
た
は
「
御お

加か

持じ

を
受う

け
る
」
と
も
い
う
作
法
が
あ
る
。
檀
信
徒
に
は
好
評
で
あ
り
、

布
教
効
果
が
あ
る
。

　

佐
藤
光
春
（
一
九
二
四
〜
二
〇
〇
二
）
は
、
御
加
持
頂
戴
の
必
須
ア
イ
テ
ム
「
撰
経
」
に
つ
い
て
「
撰
法
華
経
の
こ
と
。
日
蓮
大
聖
人

が
佐
渡
ご
流
罪
中
、
最
蓮
坊
日
得
上
人
の
要
請
に
応
え
て
、
お
与
え
に
な
っ
た
法
華
経
の
肝
文
で
あ
る
。
日
蓮
宗
加
行
所
（
大
荒
行
）
で
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は
、
百
日
加
行
中
、
三
十
五
日
の
自
行
成
満
後
、
書
写
行
に
入
る
と
、
序
列
順
に
読
経
堂
で
、
こ
の
撰
法
華
経
を
す
き
写
し
す
る
。
火
気

の
な
い
広
い
堂
内
で
、
立
会
の
先
輩
僧
の
注
視
の
も
と
、
十
時
間
に
近
い
こ
の
書
写
行
中
、
手
洗
い
に
立
つ
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
、
全
員

の
撰
経
書
写
が
終
わ
る
と
、
ご
宝
前
に
供
え
て
、
伝
師
が
開
眼
し
、
指
定
業
者
に
托
し
て
表
装
し
、
金
襴
の
撰
経
袋
に
入
れ
て
胸
の
上
に

下
げ
る
。
修
法
師
が
修
法
祈
禱
の
あ
と
、
必
ず
こ
の
撰
経
を
両
手
に
捧
げ
、
日
蓮
大
聖
人
ご
選
述
の
「
撰
経
頂
戴
文
」
を
誦
し
て
信
者
に

頂
経
さ
せ
る
の
は
、
宗
祖
直
授
の
撰
経
を
も
っ
て
、
一
切
衆
生
の
闇
を
滅
せ
ん
と
の
大
信
力
発
揚
の
化
儀
で
あ
る
。（
下
略
）＊
６」

　

ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
の
部
分
を
補
足
す
れ
ば
、
修
法
師
が
、
勧
請
・
読
経
・
木
剣
を
使
用
し
祈
禱
肝
文
に
合
わ
せ
て
九
字
を
切
る
。
そ
の

後
、
撰
経
頂
戴
文
を
唱
え
な
が
ら
、
御
祈
祷
を
受
け
る
信
者
に
大
荒
行
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
書
写
し
た
撰
経
を
、
頭
・
肩
・
背
中
、
求
め

に
応
じ
て
信
者
の
痛
い
部
分
に
当
て
る
儀
礼
で
、
こ
の
儀
礼
が
「
御
加
持
頂
戴
」
と
称
さ
れ
る
。

　

日
蓮
宗
修
法
の
「
御
加
持
頂
戴
」
は
、
真
言
宗
智
山
派
大
本
山
成
田
山
明
王
院
神
護
新
勝
寺
（
以
下　

成
田
山
）
の
「
天あ
ま
く
に
の国

宝ほ
う

剣け
ん

頂
ち
よ
う

戴だ
い

」
ま
た
は
「
天あ
ま
く
に
の国
宝ほ
う

剣け
ん

加か

持じ

」
と
称
さ
れ
る
儀
礼
と
酷
似
し
て
い
る
。

　

成
田
山
の
天
国
宝
剣
頂
戴
は
、
本
尊
の
不
動
明
王
の
剣
で
あ
る
天
国
宝
剣
を
金
糸
の
袋
に
包
み
、
参
拝
者
の
肩
に
あ
て
無
病
息
災
を
祈

る
と
い
う
修
法
儀
礼
で
あ
る
。
こ
の
儀
礼
は
真
言
宗
智
山
派
の
中
で
も
、
成
田
山
と
関
係
し
た
寺
院
の
独
特
の
行
事
で
、
成
立
時
期
は
判

っ
て
い
な
い
。
成
田
山
の
儀
礼
に
注
目
す
る
理
由
は
平
田
篤
胤
の
青
春
時
代
か
ら
続
く
関
係
か
ら
で
あ
る
。

　

平
田
篤
胤
は
雄
弁
家
で
あ
り
、
話
術
に
長
け
て
い
た＊
７

。
な
ま
り
の
強
い
東
北　

秋
田
か
ら
出
奔
し
、
平
田
家
に
養
子
に
入
る
ま
で
、
多

く
の
仕
事
を
経
験
し
た
。
そ
の
中
で
、
五
代
目
市
川
團
十
郎
（
一
七
四
一
〜
一
八
〇
六
）
と
関
係
が
あ
り
、
役
者
修
業
か
ら
話
術
を
磨
い

た
か
も
し
れ
な
い
と
、
多
く
の
研
究
者
が
指
摘
す
る
が
、
詳
細
は
不
明
の
よ
う
で
あ
る
。

　

市
川
團
十
郎
は
初
代
か
ら
今
日
の
十
三
代
に
至
る
ま
で
、
成
田
山
と
縁
が
深
い
歌
舞
伎
役
者
の
一
族
で
あ
る
。
市
川
宗
家
の
み
披
露
が

で
き
る
歌
舞
伎
演
目
『
成
田
山
分
身
不
動
』
が
あ
る
。
内
容
は
、
大
伴
黒
主
は
小
野
小
町
へ
の
交
際
を
断
ら
れ
る
。
諦
め
き
れ
な
い
大
伴

黒
主
は
煩
悩
の
地
獄
へ
落
ち
怨
霊
と
な
り
、
小
野
小
町
を
苦
し
め
る
。
一
時
は
不
動
明
王
の
怨
親
平
等
の
慈
悲
の
導
き
に
よ
り
共
に
救
わ
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れ
る
。
黒
主
は
妻
子
あ
る
身
で
小
町
を
諦
め
き
れ
な
か
っ
た
自
分
自
身
を
悔
み
、
不
動
明
王
の
利
剣
を
自
ら
貫
い
て
自
殺
す
る
。
そ
の
後
、

不
動
明
王
の
霊
験
に
よ
り
成
仏
得
脱
し
金
剛
界
の
不
動
と
な
り
胎
蔵
界
の
不
動
と
一
体
分
身
と
な
る
。
右
手
を
胸
の
前
で
握
り
左
手
三
方

を
持
つ
「
に
ら
み
」
は
、
悪
霊
病
魔
を
祓
う
不
動
明
王
の
分
身
で
あ
る
市
川
團
十
郎
に
睨
ま
れ
る
と
無
病
息
災
で
い
ら
れ
る
と
い
う
。

　

宮
智
麻
里
氏
に
よ
れ
ば
、「
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
の
巡
行
開
帳
の
宝
物
の
中
に
は
「
宝
剱
」
が
あ
り
、
本
尊
と
並
ん
で
「
天
国
宝

剣
」
が
人
々
の
信
仰
を
集
め
た
こ
と
が
伺
え
る
。『
成
田
山
分
身
不
動
』
の
内
容
か
ら
考
え
て
、
元
禄
十
六
年
の
江
戸
出
開
帳
に
お
い
て

も
「
天
国
宝
剣
」
が
宝
物
と
し
て
出
開
帳
を
飾
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。『
成
田
山
分
身
不
動
』
の
黒
主
が
利
剣
を
呑
ん
で
息

絶
え
る
設
定
だ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
不
動
尊
像
だ
け
で
な
く
、
利
剣
を
想
起
さ
せ
る
「
天
國
の
宝
剣
」
を
宣
伝
す
る
目

的
で
あ
っ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う＊
８

。」
と
論
考
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
中
期
に
は
天
国
宝
剣
加
持
が
存
在
し
隆
盛
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

　

平
田
篤
胤
が
市
川
團
十
郎
の
元
に
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
天
国
宝
剣
の
こ
と
は
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
『
成
田
山
分

身
不
動
』
は
、
江
戸
で
知
ら
な
い
人
が
い
な
い
程
有
名
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

日
本
で
呪
い
・
ま
じ
な
い
に
、
木
剣
を
使
用
し
た
最
初
は
役
行
者
で
あ
り
、
そ
れ
が
山
伏
に
伝
わ
り
、
真
言
宗
・
日
蓮
宗
ま
で
が
思
う

が
ま
ま
に
書
き
付
け
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
寅
吉
の
証
言
を
、
さ
ら
に
言
及
す
る
。
実
は
成
田
山
以
外
で
も
修
験
道
の
各
派
で
宝
剣
を
信
者
に
当
て
る
儀
礼　

天
国
宝
剣
加
持

以
外
に
も
似
た
所
作
・
儀
礼
は
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
程
あ
る
。
な
ぜ
私
が
平
田
一
門
が
、
成
田
山
の
儀
礼
と
の
関
係
を
推
理
し
た
の
か
。

　

新
勝
寺
の
境
内
に
修
験
道
の
祖　

役
行
者
（
六
三
四
〜
七
〇
一
）
の
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
大
本
堂

建
立
記
念
に
編
纂
『
新
修
成
田
山
史
』
の
「
二
一　

役
行
者
」
に
よ
れ
ば
、
旧
本
堂
の
裏
に
あ
る
青
銅
造
り
で
、
高
さ
一
・
一
五
メ
ー
ト

ル
。
作
者
は
粉
川
市
正
で
、
東
都
寒
サ
請
中
の
奉
納
で
あ
る
。
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
五
月
に
発
願
さ
れ
て
翌
年
に
鋳
造
完
成
。
十
一
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年
（
一
八
一
四
）
に
建
立
さ
れ
た＊
９

。
今
日
で
も
佇
ん
で
い
る
役
行
者
の
像
は
、
時
代
的
に
平
田
一
門
は
存
在
を
確
認
で
き
る
。

　

平
田
篤
胤
は
、
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）・
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
の
二
度
、
常
磐
・
下
総
を
訪
れ
て
い
る
。
文
化
十
三
年
は
役

行
者
の
像
が
完
成
し
た
二
年
後
で
あ
る
。
旅
の
目
的
の
一
つ
は
平
田
学
の
宣
布
で
あ
り
、
多
く
の
門
人
獲
得
に
成
功
し
た
。
吉
田
麻
子
氏

に
よ
れ
ば
、
篤
胤
自
筆
日
記
『
か
ぐ
し
ま
日
記
』（
文
化
十
三
年
）・『
二
度
の
鹿
島
立
』
を
検
討
し
、
旅
の
目
的
を
、「
知
識
人
同
士
の
交

流
、
人
々
へ
の
講
義
と
啓
蒙
、
そ
し
て
自
ら
の
学
問
的
調
査
と
い
う
、
ま
さ
に
平
田
学
を
構
築
し
、
書
物
と
し
て
著
し
、
人
々
へ
伝
え
て

い
く
た
め
の
足
が
か
り
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る＊1
＊

。」
と
し
て
い
る
。
成
田
山
の
あ
る
下
総
（
千
葉
県
）
は
、
平
田
篤
胤
の
門
弟
が

多
く
存
在
し
た
地
域
な
の
で
あ
る
。

　

日
蓮
宗
修
法
に
つ
い
て
も
興
味
深
い
証
言
が
あ
る
。
同
じ
下
総
に
あ
る
遠
寿
院　

現
在
の
住
職　

三
十
六
世
伝
師　

戸
田
日
晨
師
に
よ

れ
ば
、「
か
つ
て
の
行
者
は
「
魔
」
と
対
峙
す
る
時
の
最
後
の
切
り
札
と
し
て
真
剣
を
懐
刀
し
て
い
ま
し
た
。
初
期
の
相
伝
書
の
「
剣
形

の
巻
」
に
は
六
種
類
の
木
剣
が
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
江
戸
期
嘉
永
年
間
に
遠
壽
院
二
十
三
世
伝
師
の
妙
龍
院
日
泰
上
人
が
、「
真
剣
」

を
「
神
体
木
剣
」
と
し
て
改
変
し
、
新
た
に
「
七
本
木
剣
」
と
し
て
制
定
し
た
の
で
す
。
そ
れ
が
今
日
に
伝
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
す＊＊
＊

。」

嘉
永
は
一
八
四
八
〜
一
八
五
五　

幕
末
中
山
遠
寿
院
流
修
法
は
、
真
剣
か
ら
木
剣
が
出
来
た
の
で
は
な
く
、
真
剣
を
木
剣
儀
礼
へ
と
吸
収

し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
修
験
道
ま
た
は
成
田
山
の
天
国
宝
剣
加
持
の
影
響
に
つ
い
て
は
確
認
し
よ
う
が
な
い
。
た
だ
し
遠
壽
院
修
法

で
は
、
木
剣
と
真
剣
を
併
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

平
田
一
門
に
よ
る
目
撃
も
し
く
は
調
査
を
さ
れ
た
の
な
ら
ば
、
そ
の
儀
礼
を
み
て
、
成
田
山
の
天
国
宝
剣
加
持
同
様
に
修
験
道
を
起
源

と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
を
寅
吉
に
誘
導
証
言
、
も
し
く
は
寅
吉
に
仮
託
し
組
成
さ
れ
た
証
言
と
推
理
す
る
。

【
御
加
持
頂
戴
を
め
ぐ
っ
て
】

　

今
日
の
日
蓮
宗
加
行
所
（
大
荒
行
堂
）
は
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
整
備
さ
れ
た
正
中
山
遠
寿
院
大
荒
行
堂
よ
り
始
ま
っ
た
。
明
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治
の
廃
仏
毀
釈
に
対
応
し
た
宗
門
改
革
の
一
つ
で
あ
る＊1
＊

。

　

宮
川
了
篤
（
一
九
四
三
〜
二
〇
二
五
）
に
よ
れ
ば
、
今
日
の
壮
麗
で
迫
力
の
あ
る
妙
音
を
醸
し
出
す
木
剣
で
九
字
を
切
る
儀
礼
は
、
明

治
時
代
の
近
代
へ
の
転
換
期
に
、
法
律
に
よ
り
修
法
師
に
よ
る
木
剣
を
使
用
し
た
医
療
行
為
が
困
難
に
な
っ
た
。
直
接
患
部
に
触
れ
る
こ

と
が
出
来
な
く
な
っ
た
た
め
に
編
み
出
さ
れ
た
。
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
出
版　

斎
藤
巍
鑒
『
法
華
験
家
訓
蒙
』「
木
剣
考
」
を

根
拠
に
、
明
治
十
六
・
十
七
・
十
八
年
頃
の
創
案
実
施
さ
れ
た＊1
＊

。
ま
た
宮
川
了
篤
氏
は
、
身
延
文
庫
に
納
め
ら
れ
て
い
る
身
延
積
善
房
流

の
木
剣
の
調
査
か
ら
、
木
剣
を
鍼
灸
の
鍼
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
使
用
、
木
剣
を
直
に
信
者
の
患
部
に
当
て
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る＊1
＊

。

木
剣
を
信
者
の
患
部
に
当
て
る
儀
礼
は
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

今
日
、
御
加
持
頂
戴
で
信
者
に
当
て
る
撰
経
（
撰
法
華
経
）
の
正
式
名
称
は
、「
末
法
一
乗
行
者
息
災
延
命
所
願
成
就
祈
禱
経
文
」
の

こ
と
で
、
祈
祷
経
と
も
称
さ
れ
る
。『
昭
和
定
本　

日
蓮
聖
人
遺
文
』
第
三
巻
の
続
編
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
続
編
の
遺
文
は
、
編
纂
者

に
よ
り
偽
書
の
可
能
性
が
高
い
と
認
定
さ
れ
た
遺
文
で
あ
る
。
真
偽
に
つ
い
て
議
論
が
あ
る
が
、
本
稿
と
は
関
係
な
い
の
で
言
及
し
な
い
。

日
蓮
聖
人
の
孫
弟
子　

日
像
（
一
二
六
九
〜
一
三
四
二
）
の
頃
に
は
存
在
し
、
日
蓮
宗
修
法
に
と
っ
て
重
要
な
遺
文
で
あ
る
。　

　

御
加
持
頂
戴
は
、
も
と
も
と
は
撰
経
で
は
な
く
木
剣
を
信
者
に
当
て
た
と
推
理
し
た
。
理
由
は
、
明
治
九
年
の
加
行
所
整
備
ま
で
、
撰

経
（
祈
祷
経
）
書
写
の
条
件
が
難
し
い
。

　

身
延
積
善
房
流
の
加
行
相
承
次
第
に
よ
れ
ば
、
祈
祷
経
の
相
承
は
千
日
満
行
の
上
で
な
さ
れ
る
最
高
の
深
秘
相
承
で
あ
る
。
積
善
房
は

唯
授
一
人
相
承
を
重
ん
じ
受
法
の
人
を
制
限
し
た
た
め
、
明
治
八
年
二
月
四
日
三
十
八
伝
灯
現
明
院
日
等
が
入
寂
に
伴
い
終
了
し
た＊1
＊

。
身

延
積
善
房
は
、
明
治
三
年
焼
失
、
お
堂
が
再
建
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
大
き
い
。

　

一
方
中ち
ゆ
う

山ざ
ん

流り
ゆ
う

の
遠
寿
院
は
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
に
遠
寿
院
日
久
（
一
六
六
三
〜
一
七
二
八
）
が
入
行
し
て
か
ら
、
享
和
三
年

（
一
八
〇
三
）
ま
で
の
百
十
一
年
間
に
、
遠
寿
院
に
入
行
の
は
五
十
八
名
で
あ
っ
た
。
二
年
に
一
名
程
度
の
割
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
文

化
十
四
年
（
一
八
一
六
）
か
ら
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
ま
で
の
十
三
年
間
の
入
行
者
は
、
六
十
六
名
を
か
ぞ
え
る
。
一
年
に
五
、
六
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名
の
割
で
あ
る
。
さ
ら
に
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）、
八
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
十
五
名
、
翌
九
年
に
は
二
十
一
名
と
い
う
具
合
に
、
年
々
入

行
者
は
増
し
て
い
っ
た＊1
＊

。
智
泉
院
も
含
め
て
の
入
行
者
名
簿
は
、
宮
川
了
篤
氏
が
、
遠
寿
院
三
十
四
世　

戸
田
日
輝
（
〜
二
〇
〇
二
）
よ

り
、
遠
寿
院
日
久
が
入
行
し
た
時
よ
り
明
治
八
年
ま
で
の
入
行
者
名
簿
を
借
り
受
け
、
整
理
し
た
資
料＊1
＊

に
は
、
江
戸
時
代
後
期
は
、
千
葉

県
市
川
市
の
中
山
流
の
遠
寿
院
・
智
泉
院
が
日
蓮
宗
修
法
の
中
心
地
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
中
山
流
の
智
泉
院
、
身
延
積
善
房
流

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
公
開
さ
れ
て
い
る＊1
＊

。
撰
経
書
写
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
。

　

寅
吉
が
、
三
ヶ
月
奉
公
し
た
覚
姓
寺
、
剃
髪
し
た
と
す
る
宗
源
寺
は
、
身
延
系
で
あ
る
が
本
当
に
奉
公
・
剃
髪
し
た
か
は
確
認
で
き
な

い
。
当
時
は
中
山
流
が
日
蓮
宗
修
法
の
主
流
で
あ
る
が
、
平
田
篤
胤
お
よ
び
門
弟
は
、
相
違
を
理
解
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
日
蓮
教
団
の
門

流
独
自
に
展
開
し
た
教
団
史
に
関
心
を
む
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
平
田
篤
胤
死
後
二
十
六
年
後
の
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
平
田
塾

刊
行
『
出
定
笑
語
付
録　

二
』（『
神
敵
二
宗
論
』）
の
日
蓮
宗
批
判
か
ら
確
認
で
き
る＊1
＊

。
相
承
を
受
け
て
い
な
い
日
蓮
宗
系
祈
祷
師　

て

つ
験げ
ん

の11
＊

可
能
性
も
あ
る
。

　

平
田
一
門
は
、
日
蓮
宗
修
法
の
木
剣
を
信
者
に
当
て
る
儀
礼
を
目
撃
し
、
修
験
道
由
来
の
成
田
山
の
天
国
宝
剣
加
持
と
類
似
し
た
存
在

と
判
断
し
た
と
推
理
す
る
。

【
結
び
】

　

平
田
篤
胤
お
よ
び
門
弟
が
木
剣
は
、
修
験
道
を
通
し
て
真
言
宗
・
日
蓮
宗
修
法
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
杉
山
僧
正
か
ら
聞
い

た
と
寅
吉
に
誘
導
証
言
ま
た
は
、
後
に
門
弟
に
よ
り
寅
吉
に
仮
託
し
組
成
さ
せ
た
理
由
を
推
理
し
、
日
蓮
宗
修
法
の
御
加
持
頂
戴
の
儀
礼

の
原
形
は
江
戸
時
代
後
期
に
は
存
在
し
、
信
者
に
撰
経
で
は
な
く
木
剣
を
当
て
て
い
た
と
推
理
・
考
察
し
た
。

　
『
仙
境
異
聞
』
の
寅
吉
の
証
言
に
よ
り
平
田
一
門
は
、
日
蓮
宗
修
法
の
木
剣
儀
礼
を
目
撃
、
も
し
く
は
調
査
し
た
際
、
成
田
山
の
儀
礼

　

修
験
道
由
来
の
天
国
宝
剣
加
持
と
類
似
し
た
存
在
と
認
識
し
て
い
た
よ
う
だ
。
平
田
一
門
が
目
撃
し
た
木
剣
儀
礼
は
、
中
山
流
な
の
か
、
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身
延
積
善
房
流
な
の
か
、
或
い
は
て
つ
験
な
の
か
。
本
稿
は
、
推
測
に
依
拠
し
、
仮
説
の
域
を
で
な
い
。
そ
れ
で
も
一
つ
の
可
能
性
は
提

示
で
き
た
と
思
う
。
木
剣
は
私
に
と
っ
て
魅
了
し
て
や
ま
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
１　

吉
田
麻
子
『
知
の
共
鳴　

平
田
篤
胤
を
め
ぐ
る
書
物
の
社
会
史
』「
第
三
部
第
一
章
平
田
国
学
の
再
評
価
と
書
物
の
社
会
史
と
い
う
視
点
」

参
照　

＊
２�　

遠
藤
潤
「
平
田
篤
胤
『
仙
境
異
聞
』
の
編
成
過
程
─〈
語
り
〉
と
書
物
の
あ
い
だ
─
」『
國
學
院
雑
誌
』
第
一
二
〇
巻
第
七
号

＊
３　

今
井
秀
和
『
異
世
界
と
転
生
の
江
戸　

平
田
篤
胤
と
松
浦
静
山
』

＊
４　

池
上
本
門
寺
編
『
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
』
九
二
頁

＊
５　
『
新
修　

平
田
篤
胤
全
集
』
第
九
巻　

四
四
五
頁

＊
６　

宮
崎
英
修
監
修
『
わ
か
り
や
す
い
日
蓮
宗
の
御
祈
祷
』
九
五
下
〜
九
六
頁
上

＊
７　

宣
長
の
弟
子　

服は
つ

部と
り

中な
か

庸つ
ね

は
実
際
に
京
都
で
篤
胤
と
初
め
て
会
い
、
そ
の
感
想
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。（
篤
胤
と
対
面
し
）「
大
道
の

議
論
に
お
よ
び
ま
し
た
と
こ
ろ
、
篤
胤
の
弁
舌
は
滝
の
流
れ
る
が
ご
と
く
で
あ
り
、
博
覧
広
才
で
あ
る
こ
と
万
人
に
優
れ
、
ま
こ
と
に
宣
長
先

生
が
亡
き
後
に
こ
の
よ
う
な
人
物
は
い
ま
だ
見
聞
き
し
た
こ
と
な
く
、
宣
長
先
生
の
弟
子
は
春
庭
翁
を
は
じ
め
と
し
て
五
百
人
あ
ま
り
い
ま
す

が
、
篤
胤
に
及
ぶ
べ
き
人
物
は
一
人
も
お
り
ま
せ
ん
。（
服
部
中
庸
差
出
、
本
居
大
平
宛
書
簡
『
毀
誉
相
半
書
』）
吉
田
麻
子
『
平
田
篤
胤　

交

響
す
る
死
者
・
生
者
・
神
々
』
一
六
一
〜
二
頁

＊
８�　

宮
智
麻
里
「
成
田
不
動
信
仰
と
市
川
團
十
郎
─
成
田
山
旅
宿
の
役
割
を
中
心
に
─
」『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
』　

文
学
研
究
科
篇　

第
四
十

三
号　

四
十
三
〜
四
十
四
頁

＊
９　
『
新
修
成
田
山
史
』
一
三
三
〜
四
頁

＊
10　

吉
田
麻
子
『
知
の
共
鳴　

平
田
篤
胤
を
め
ぐ
る
書
物
の
社
会
史
』
第
一
部
第
一
章　

平
田
篤
胤
の
常
磐
・
下
総
訪
問　

五
十
一
〜
八
十
二
頁
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参
照

＊
11　

遠
壽
院
荒
行
堂　

戸
田
日
晨
『
日
蓮
宗
の
修
法
に
つ
い
て
』（
編
集
発
行　

荒
行
堂　

遠
壽
院
）
一
〇
頁

＊
12　

宮
川
了
篤
「
明
治
期
に
み
る
日
蓮
宗
修
法
史
の
一
考
察
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
十
五
巻
二
号　

参
照

＊
13　

宮
川
了
篤
「
日
蓮
宗
「
修
法
祈
禱
に
み
る
木
剣
の
歴
史
」」『
三
友
健
容
古
稀
記
念
論
文
集　

智
慧
の
と
も
し
び　

ア
ビ
ダ
ル
マ
佛
教
の
展
開
』

三
八
六
〜
三
九
三
頁

＊
14　

同
右　

資
料
十
七
（
三
七
九
頁
）
参
照

＊
15　

宮
崎
英
修
『
日
蓮
宗
の
祈
祷
法
』
一
六
二
〜
一
七
〇
頁

＊
16　

宮
川
了
篤
「
教
化
に
お
け
る
言
説
布
教
と
修
法
修
行
の
意
義
」『
現
代
宗
教
研
究
』
第
十
七
号
三
十
四
頁

＊
17　

宮
川
了
篤
「
日
蓮
宗
修
法
史
概
説
」『
身
延
論
叢
』
第
十
六
号　

�

資
料
（
四
）　

二
十
八
〜
三
十
二
頁

＊
18　
「
積
善
房
流
と
智
泉
院
流
の
加
行
御
経
次
第
相
承
の
対
比
」『
日
蓮
宗
祈
祷
聖
典
』（
加
藤
瑞
光　

宮
川
了
篤
編
）
六
四
三
〜
五
頁

＊
19�　

大
覚
如
実
が
後
光
厳
天
皇
よ
り
祈
雨
の
修
法
に
よ
り
雨
を
降
ら
す
こ
と
に
成
功
し
、
日
蓮
聖
人
に
大
菩
薩
号
・
日
郎
・
日
像
に
菩
薩
号
を
授

与
さ
れ
、
大
覚
（
妙
顯
寺
を
中
心
と
す
る
四
条
門
流　

妙
顕
寺
二
世
）
に
大
僧
正
の
宣
下
を
授
与
さ
れ
た
史
実
に
、「
是
モ
後
世
ノ
僧
ド
モ
ノ

偽
リ
デ
、
夫
ハ
マ
ヅ
是
ニ
大
覺
上
人
ト
ア
ル
ハ
、
身
延
ノ
住
職
デ
ム
」「
出
定
笑
語
付
録　

二
」『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
第
十
巻
四
八
〇
頁
上

　

初
期
四
条
門
流
と
身
延
久
遠
寺
を
中
心
と
す
る
身
延
門
流
と
の
交
流
は
確
認
で
き
な
い
。
中
世
日
蓮
教
団
の
門
流
に
よ
る
展
開
す
る
教
団
史

に
は
全
く
、
平
田
一
門
は
考
慮
し
て
い
な
い
。

＊
20�　

佳
豊
道
人
『
道
語
辞
典
』（
昭
和
三
十
九
年
十
月
一
日
発
行
）
に
よ
れ
ば
、「
て
つ
ご
じ
ゃ
（
文
字
不
詳
）「
て
つ
」
は
素
人
、「
ご
じ
ゃ
」
は

験
者
。
即
ち
素
人
験
者
の
こ
と
」（
五
十
六
頁
）。
か
つ
て
「
て
つ
ご
じ
ゃ
」
と
も
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
今
日
で
は
、
て
つ
験げ
ん

と
い
う
の

が
一
般
的
で
あ
る
。
大
荒
行
に
加
行
し
な
い
で
、
木
剣
加
持
を
す
る
日
蓮
宗
ま
た
は
単
立　

そ
れ
以
外
の
僧
侶
。
在
家
（
祈
祷
師
ま
が
い
・
拝

み
屋
さ
ん
）
の
こ
と
を
指
す
。
胡
散
臭
さ
も
加
味
さ
れ
た
意
味
も
あ
る
。「
て
つ
験
」
と
謂
れ
の
由
来
は
多
種
多
様
で
あ
る
。
紙
面
の
関
係
で

割
愛
。
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令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
は
平
田
篤
胤
没
後
百
八
十
年
に
当
た
る
。『
現
代
思
想
』（
二
〇
二
三
年
十
二
月
臨
時
増
刊
号�

第
五
十
二
巻

第
十
六
号　

総
特
集　

平
田
篤
胤
）
が
刊
行
。
触
発
さ
れ
本
稿
を
上
梓
し
た
。
平
成
四
年
度
（
一
九
九
二
）
立
正
大
学
仏
教
学
部
宗
学
科

卒
業
論
文
で
平
田
篤
胤
の
日
蓮
宗
批
判
と
優
陀
那
院
日
輝
の
対
応
を
テ
ー
マ
に
し
た
。
青
春
時
代
を
思
い
出
し
た
。
今
日
、
平
田
篤
胤
の

研
究
は
進
み
、
日
蓮
宗
側
の
廃
仏
毀
釈
の
研
究
も
再
考
す
べ
き
だ
と
思
う
。
本
居
宣
長
が
死
ん
で
二
年
後
、
夢
の
中
で
弟
子
に
な
っ
た
と

い
う
平
田
篤
胤
。
胡
散
臭
さ
も
魅
力
を
感
じ
た
。
私
と
同
じ
東
北
出
身
。
平
田
篤
胤
と
都
会
の
魅
力
と
表
裏
一
体
の
寂
し
さ
を
共
有
し
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
拙
い
小
稿
で
は
あ
る
が
、
平
田
篤
胤
の
研
究
者
に
目
を
通
し
て
頂
け
ま
し
た
ら
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

　

十
一
月
十
九
日
午
後
、
師
父
の
危
篤
を
叔
母
に
電
話
、
叔
母
の
夫
が
亡
く
な
っ
た
ば
か
り
だ
つ
た
。
そ
の
六
日
後　

二
十
四
日　

師
父

玉
本
龍
晃
が
遷
化
。
喪
主　

法
嗣
の
私
が
山
形
県
米
沢
市
の
自
坊
を
離
れ
る
こ
と
に
躊
躇
し
て
い
た
。
叔
父
故
井
上
春
夫
氏
の
葬
儀
を
発

表
大
会
の
前
日
に
千
葉
県
四
街
道
市
で
司
る
こ
と
に
な
り
、
図
ら
ず
も
発
表
の
環
境
が
整
う
。
校
正
作
業
の
折
恩
師　

宮
川
了
篤
先
生
が

一
月
二
十
八
日
遷
化
の
報
告
を
受
け
る
。
大
切
な
方
が
二
人
も
亡
く
な
り
、
忘
れ
ら
れ
な
い
教
化
学
発
表
大
会
と
な
っ
た
。

現
代
宗
教
研
究
所
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
ヘ

　

私
の
発
表
終
了
の
後　

す
ぐ
帰
れ
る
よ
う
便
宜
を
図
っ
て
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。




